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はじめに

著者のK・キングは，エジンバラ大学アフリカ研

究センター長を務める国際比較教育の教授であり，ケ

ニアのインフォーマル・セクター（以下ISと略記）

を技術修得の観点から検討した1977年(J)著作国 1}な

どによって著名である。前著では，この国の最大部

族であるキクユi))人々の中から IS製造業に従事す

る男性を選んて考察したか，今回())新刊書は，これ

らの職人たちのその後を追うために1987年から数年

間にわたって行われた研究の集大成てある。その場

限りの調育に基つく議論が支配的な IS研究の中て‘,

ほぱ20年間の変化を追跡したキングの個人史アプロ

ーチは際立っている。彼の前著にも触発されてケー

アi))苓細企業の変化を 6年にわたり継続調査してい

る評者の関心は，彼が前著で積み残した課題に対し

て，本苫でとう答えているかというiiに尽きる・，

前苦は，学校教育制度外ての職業技術修得へ(})閲

心と，学卒者であふれかえった都市での雇用問題を

解決する切り札として1970年代初頭に開始された IS

研究とを結ひつけるものてあった。前著によれは，

1963年のケニア独立後に創設された各種の公的職業

訓紬制度によって技術を修得した者ぱ，ごく少数で

あった。他方，フォーマル・セクター（以下 FSと

略記），とくにインド系企業での見習は， 30年代には

すてにアフリカ人が技術を獲得する屯要な道となっ

ていた。キングは，ナイロビとその北隣キアンプ県

の一村て、自転車の荷台，手動工作機械，灯油ラン

プなどを製造するキクユ職人の経歴を検討し，彼ら

がFS企業から独立した後，弟子の参入・退出を厳

密に規制することのない開放的て非公式な徒弟制を

通して．多数の職人を生み出し始めていることを見

出した。彼は．このような技術修得様式のもとで労

働集約的で即興的な生産を行うのがISであると述

ベ， これを単に公式統計から漏れた部分であるとは

みていない。また，公的訓練制度と非公式な徒弟制

の間にはさまざまな形態があり， FSISの二分法的

理解に問題があることをすでに指摘していた。

ところで，キングは．門戸開放型の徒弟制につい

て，次の 2点を長期的に検討すぺきとしていた。第

1 Iこ．この徒弟制を通して職人が増え，競争が激化

すれば．それに応じて事業収入は減少して事業の規

模拡大が困難となるのか，あるいは、競争を制限す

るために徒弟制の開放度は低下し，雇用創出力も減

少するのか。第2に．この訓練制度を通してt:とし
て単一品目の生産技術を獲得した弟子たちは，独立

後により上位の技術水準へと垂直的に脱皮すること

ができるのかここれらが残された検討課題であった。

ー 本書の構成

さて．今[illの新刊書は，キングに個人史を提供し

た職人たちの16枚のカラー写真をはさんだイントロ

ダクションと 2点の地図に続いて，以下のように書

き進められている。

第1章 インフォーマル・セクターからジュア・

カリヘー零細企業発展のケニア化

第2章 ナイロビのシュア・カリ化

第3章 1990年代初頭のギコンバにおける工業の

多様性

第4章 ケニア農村のシュア・カリ再訪

第5章 ケニアにおける自営のための教育と訓練

第6章 より広い文脈におけるケニアのシュア・

カリ
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ジュア・カリ」とし』う it葉は．スワヒリ語て'-刺
すような陽射し」を意味するが，同時に慣用句とし

て，「屋外で額に汗して働く職人たち」（とくに金属
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加_L職人や自動車修理工）をもさす。第 1章は．ヶ

ニア政府がこの言粟を IS零細企業（商業を除く）を

旨い表す用語として政策に盛り込む経緯を解説する r

第2~4章は．キングが1970年代初めに調在したキ

クユ職人たちを再訪して彼らの就業歴を白黒写真人

りて振り返り，また他企業についても検討して， 20

年間の変化を見定める。第5章は，この期間に並行

した公的教育・職業訓練の改革を展望し，これが職

人たちと接点をもっていたのかどうかを検討する。

そして最終章は，本書の論点を広く位置づけ直し．

残された研究課題を提示している。

キングが20年間の変化として最も強調しているの

は，革新的な職人の間に芽生えた「技術的自信」

(technological confidence)である，，これは、ある製

品を完成させるために材料や仕組みについて理解し

生産を実行する能力，あるいは 1奄てもてきる J
(can-do)型の態度のことである。どのくらいの職人

たちが．こうした自信に支えられて生産を拡大し，

あるいは多様化しえたのだろうか，そもそも，この

技術的自信はどのようにして形成されたのだろうか，9

その際．公的制度の役割はどのようなものであった

のだろうか。これらの問し土は，キングか前著で示し

た第2の検討課題を引き継いだものである 3

II 内容紹介

1972年に ILOかケニア経済に IS概念を適用し芍

細企業育成を提唱して以来，この国の ISについて

は研究・実務の両血で多くの蓄積かあり，著者は第

1章でこれを概観する。

ますケニアの IS研究においては， 1970年代か外

国人の独増場であったのに対して， 80年代にはケニ

ア化が進んた。ケニア化の第2局面は、政府による

IS政策の¥[.案である0 1985年に大統領かナイロヒ

の一・地r;)..'カムクンジの職人を訪問し，彼らに作業小

屋を建設して与えるという象徴的行1、いを行ったi})

に続いて，翌年の議会文古「成長再生のための条f

済運営」 (EconomicManagement for Renewed 

Growth)において，政府はようやく IS支援の積怜

的姿努を見せ始める。そして198図戸）シュア・カリ釦

書評

当省 (Ministryof Technical Training and Applied 

Technology)設骰， ILO,UNDPとの協議を経て，

92年に議会文□「ケニアにおける小企業およびジュ
ア・カリ開発」 (SmallEnterprise and Jua Kali 

Development in Kenya)が策定されたC，操業用地整

備や資金援助を通して．小企業に対してその可能性

を発揮させる環境を創出し，企業家精神を育む教育

を行うことが必要とされた。

ケニア化の第3局面は，策定された支援策に対す

るシュア・カリ職人の参画であり，これは操業用地

を獲得することをtな目的とした組合っくりの形で
進みつつある G 世界銀行も，公共部門削減による失

業増への対処，民間活）］利用，そして貧困緩和とい

う観点から， この組合を通して援助を開始した。

このような ISO)ケニア化の 3段階それそれにつ

いて，キングは問題を指摘している。まず，大学の

財政難や教育負担増の中で，ケニア人研究者は長期

にわたり IS研究を続けることが困難になっている。

また，政策化において国際援助機関が果たした役割

は大きく，職人への財政的支援もこれらの機関や

NGOに大きく依存している c さらに，誰が真のシ

ュア・カリなのか現場において曖昧なう丸多様な

職人！曽か一つの組合に混在しており．牛まれて間も

ない組織率の低い組合と，それを束ねる「ケニア全

国シュア・カリ連合」の方向性は不明てある。結論

として，研究や調牡報告はこの20年間に枚挙にいと

まがないほど増加したが，ジュア・カリ職人たちの

声は依然として政策には反映されていない。

キングか本言て示そうとしたのは．皮肉にも一外

国人としてそうした職人たちから得た貴項な情報て

ある，，第2章は，まず首都ナイロビのジュア・カリ

を概観する，，彼は鱒石造り 0)恒久的なものてあれ，

木造())一時的なも 0)であれ，作業場のような稀少資

源を曹柔軟に，多用途に，齢大限に用いて (flexible

diversification, multiple utilization)生産するの力＼

ISないしジュア・カリの本質であるとしヽう観、IEを

つけ加えている他人の石造りの小I：場に寄生して

は力を利用する職人がその例である。続いて，旧知

の職人について20年間の変化が検討され，ギコンハ

地区の L作機械製造職人の間には「企業家的自営」

73 



1997060076.TIF

書 評

段階へと脱皮した者がみられるのに対して．カムク

ンジ地区の灯油ランプ製造職人は押し並べて「自給

的自営j 段階に留まっていることが指摘される。

まず，電化された石造りの工場か立ち並ぷギコン

バで，キングは 8人の職人に再会した。ほとんどは

農村とのつながりを強く保ち，なかには事業収益を

耕地購入に分散させた者もあった。最も成功してい

る職人の場合，工作機械製造に加えて，飼葉を切断

する農家用機具をはじめとして，輸人品に対して比

較優位な製品ニッチを開拓していた 9- そして，手エ

業水準を脱しないものの，ラシオなどて製品を宵伝

し，新興工業地帯にも作業場を開設するまてになっ

ていた。この場合，「技術的自信ーはかつての FSで

の就業経験に由来していた。

他方，這｝］が利用できる(})にもかかわらず，資本

ィ＜足のために手動の機械に頼り，他のシュア・カリ

職人たちと比べてとくに優れているとはいえない例

などが紹介される，，またかなりの職人は、共通して，

インド系卸売面による大量発注と迅速な支払が，ア

フリカ人商人の少塁買付・遅配とは対照的に，事業

にとって非常に直要であると感じていだ〉

1970年代初めにはごく少数であった上作機械製造

職人の次に，苫者はジュア・カリの典型例として，

空缶を利用した灯油ランプ職人に会う。大統領か作

業場を建設したものの電力は引かれていないカムク

ンジ地区か対象である。彼は，やはりインド系企業

で技術を修得したIH知の職人を訪問し，ボ業は若い

世代に受け継がれつつあること，技術か単純明瞭て

需要も堅調なため,ti場の独占は困難なこと，しかし

依然として単一製品に特化し技術にも変化かないこ

と、その背計には毎fl働きづめて製品改良・開発0)

時間がないという悪循環かあることなとを見出したc

続く第3章において，キングは1970if代初めには

少数の職人のみがもっていた上作機械製造の技術か，

20年の間にギコンバ全体に普及し多様化していった

ことを指摘する，，その代表例か，木l月．用亀動旋盤0)

製作技術てあるし先行の手本をもたない弟一世代の

職人たちは， FS企業で就業経験を積むなかて，独

吃起業に 1分な「技術的自信」を身につけて＼三った・,

そして1980年代初めには． ィンド系企業か所有して
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いた旋盤を複製するに足る実行力をもったシュア・

カリ職人たちが増加し，彼らによって電動旋盤の製

品化か達成されていた。これは，輸人された技術に

頼るのではない，技術の現地化，あるいは第2段階

の輸入代替てある。そして，生み出されるT．作機械

の種類は多様化すると同時に，それらはギコンハの

ジュア・カリ家具製造職人の間に普及し，金属加工

部門と関連しなから彼らも数を増やしていった、・,家

具製造職人にとっても，インド系企業での就業経験

は技術修得において重要であっただけでなく，これら

の企業は独立後の下請元として彼らの自立を促した。

ギコンバ職人は，当局による作業用地配分を除い

て，公的援助をほとんど受けていない。政府が奨励

するシュア・カリ組合についても，加入者が少数で

ある上に，主要業種である金属・木材加上関連の組

合員の比率も少ないc そして，彼らの大部分は自ら

が政府から支援されているとは考えていない，キン

グは組合のこうした限界を承知の上で，組合員に対

して政府か行ったアンケートを分析し，ギコンパの

職人企業の資本・人員規模が，灯油ランプ職人など

の本拠地であるカムクンジよりも際立って大きいこ

とを見出している。しかし，ギコンバの徒弟制のも

とて育ち FS就業歴のない第二世代以降の職人たち

か，今後よりt位0) -技術的自信」に達することが
児たしててきるのかという疑問を，著者は坦する。

第4章は，キングがやはりかつて訪れたキアンプ

県の一農村ギジガ0)交易センターに舞台を移す。こ

こは著者か1970年代にナイロビで出会った何人かの

工作機械製造職人たちの故郷てある。ここても，政

府との関連は組合化以外の点ではほとんどなく，そ

の組合も村0)シュア・カリ業種構成を適切に反映し

てしない。著者の調任によれは，シュア・カリ自営

に参人しようとする流れは現在ても続いており、ま

た村の男性の多くか何らかの形て金属加丁:.とくに

地Jじ建設業界に納入する金属製の各種部品の製造に

手を染め， 20年の間に地几でえられる製品・サーヒ

スも大幅に拡大した。その中で，購人した屯動機械

0)什組みを理解して自分なりに製造する「技術的自

信 1 も，村の電化や道路整備，購買力の上昇にも支

えられて形成されてきた。再会した［作機械製造職
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人たちの間には，融資を受けて設備投資し，手動・

電動工具を併用しながら生産を大きく拡大した例も

みられた。

また，キングは改めて， FS扉用やインド系卸売

商の童要性を指摘し，これらはアフリカ人職人の発

展をとくに意図したわけではない通常の商売の一環

であって，それだからこそその恩恵は持続的であり

えたとしている。ただし，ジュア・カリの中核にあ

る価値（勤勉，発明のオ，自助，個人上義など）は

19世紀以降のキクユの人々のものであり，これをケ

ニアの他の社会に当てはめるのには問題があると指

摘されている。なお本章は，女性も従事するギジガの

衣類製造・修繕について，一節を設けて論じている3

職人たちの生のデータを用いた議論は以上で終わ

る。続く第5章は，ジュア・カリ就業をも念頭にお

いて1985年に導入された職業訓練の実技を璽視する

学校教育制度の改革や， 60年代に若年失業者が急増

し始めた際に設立された青年工芸学校(YouthPoly-

technic)などにおいて80年代後半に摸索され始めた

企業家精神の育成が，現実のジュア・カリといかに

関連しているのかを考察する。結論は，第2~4章

で示された職人たちの「技術的自伯」の形成が，以

上のような学制改革とは無縁のところで進行した

「静かな革命」であったというものである。

もっとも，導人後10年を経過したばかりの改革と

技術修得0)関係について最終的な判断をくだすのは

時期尚早である。また，職業訓練校においては，既

存職人の技術・企業家精神の育成と新規学卒者の訓

練の比頂を今後どうするべきかという問題がある。

多くの訓練計画を実施している NGOも外国から (f)

援助に依存しており，計画を現地にいかに根づかせ

るかという課題を抱えている。その上で， FSでの

「技術的自信」獲得に匹敵する訓練をいかに行い，

既存の自信をジュア・カリ企業の内部にとう持続さ

せ，また FSとのつながりをどう維持していくかを

考えていかなければならない。

最後の第6章では，（l）企業家的自営と自給水準に

留まる自営は，全く別個のものであるというよりも、

一つの世帯の中に分業・多就業構造をなして共存し

うるし，一個人の就業歴の中にも積層・継起しうる

書評

こと．（2）文化， とくにエスニックな要因がジュア・

カリの発展に及ぽす影響や，インド系工業の動向に

関する研究が著しく不足していること（キクユ職人

のみを扱った本雷もこの問題を克服していない），

(3)多様化し成長する FSの近代工業部門なしにジュ

ア・カリ職人が技術を向上させ，繁栄できると確信

をもっていうことはできないこと，（4）工作機械製造

職人の一部は，輸入代替の第2段階に達し技術の変

化も急速だか，大部分はまだ植民地時代後期のイン

ド系工務店の技術水準に達していないこと，（5）第3

点とも関連するが，ジュア・カリ振興を工業政策全

体の中に位置つける政策的枠組みか依然として欠け

ていること，か指摘され，本書0)締めくくりとされ

ている。

m 評価

本稿の冒頭に紹介した1977年の著作が示した検討

課題に戻って考えてみよう。

第1の，門戸開放型の徒弟制が競争激化を招き，

自らの開放度を低下させていくのかどうかについて

は，明示的には考察されていない。需要に支えられ

て零細企業の細胞を次々と分裂させていったカムク

ンジの灯油ランプ職人の例に限れば，職人人口の増

加にもかかわらず，徒弟・見習制は開放性を維持し

てきたということができよう,・

キングが本書で主に考察したのは，むしろ 2番目

の， IS零細企業はより上位の技術水準へと脱皮する

ことができるのか， という点であったといえる。既

に明らかなとおり，この20年間に若干の職人たちか

そうした脱皮を経験したことが示された。著者は，

職人たちがFS企業との間に結んできた関係を，彼

らの「技術的自信」の形成，技術的脱皮と少数では

あるが事業の成功（ことって，非常に項要なものとみ

ている。とくに，成功しつつある職人たちかイント

系企業を重要視しているとの指摘は，ケニアのアフ

リカ人社会に根深い「インド系否定」の通念をくつ

かえすだけでなく， FS企業がIS企業を搾取して発

展を阻害しているのかどうかをめぐる未決精の学間

的論争に対しても，貴里な観点を提供している。
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FS企業と IS企業の連関の肯定的側面を指摘した前

著の論旨は，それを一般化することが本書のH的で

はないにせよ，いっそう強化されたといえよう，

キングは同時に， IS職人の即興的で有り合わせの

技術は，彼らが自営に移行後の資本・設備不足とい

う環境の中で． FSで得た「技術的自信」に支えられ

ながら必要に迫られて編み出したものであると述べ．

その技術を FSとは無縁の，それなりに優れたもの

であると美化して考えることに反対している。本冑

で指摘された IS作業場の柔軟な多用途化も，こう

した制限された環境に対応するための職人たちの戦

略にほかならない。 FS/ISの単純な二分法的理解は，

両者の間の関連を捨象しがちなことや， FS労働者

とIS完全自営者の間にあるさまざまな雇用形態を

とらえることができないことなどか，多くの研究者

によって指摘されてきた。キングも，そうした二分

法的理解の難点を，技術獲得・変容がFSから ISへ
と連続しているという独特の角度からi：張している。

次に， FS就業歴がなく門戸開放型の徒弟制のみ

から技術を修得したより最近の職人屑にとっては．

公的職業訓練機会がこれまて以上に屯要となるかも

しれないというキングの見通しは．ケニアの零細企

業の発展方向にとって璽要かつ深刻である。彼が示

唆するように，ジュア・カリ内で完結する実地訓練

からジュア・カリを超える「技術的自伯」が生み出

されるn]能性は，一見して低いように思われる。こ

の誌識を踏まえて，彼は公的制度を点検しているI))

だが．残念ながら本書はそのあるべき姿を具体的に

ホしているとはいえない cヽ

さらに，これまでのジュア・カリの展開自体，キ

ングが指摘したように，公の制度や政策的支援とは

ほとんど無縁0) 静かな革命」であった。そう与え

た場合，公的制度の模索たけでなく，シュア・カリ

内部の徒弟制の可能性についても，一層実証的に考

察していくことが必要であろう。現在進行しつつあ

る組合化がジュア・カリ内訓練にどのような影響を

与え， また公的訓練を受けた若者を弟fとすること

によってその』II紬•生産はどのように変容するのか

といった問題が，今後の検討事項となるのではない

だろうかa
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しかし，キングはジュア・カリの徒弟・見習制に

ついて，その構造と動態を実証的に分析してはいな

し％本書は，独吃前の弟子たちに関する記述に乏し

いのである。彼は，個人史を再構成するという優れ

た手法に頼りながらも，それを事業主に限っている。

さらに， 20年近くを隔てた 2時点間の比較では，そ

の間を満たしているはずの弟子の出人りや変化の過

程を連続して追跡することができない。確かに，カ

ムクンジの歴代の職人たちが灯油ランプのみを不変

の技術で製造しつづけてきたことは．ジュア・カリ

内実地訓練の限界を間接的に物語っているが，それ

は結果であって，そうなった過程の分析は十分てな

い。とくに，より革新的な企業を含む工作機械製造

部門における企業内動態や徒弟制の可能性について

は，検討の余地が多く残されているといってよい。

この空隙を埋めることは，キングが前著で示しなが

ら本書でも背景に退いている第1の課題に対して．

直接に答えることにもつながるであろう。

もちろん，本書が提供する分厚い情報と説得力あ

る分析は．以上の点を欠くからといって無効となる

ほと弱々しいも 0)ではない。そもそも，継続的調査

に基づく動態の把握が少ないということは．単に本

魯リ）欠点であるというよりも．世界の IS研究一般が

抱えてきた問題，点であるといえよう。ここて，キン

グの個人史アプローチの豊かさを改めて強調してお

かなければならない。ケニアに限ってみても，彼の

所論は． ISO)概念を世界に広めた ILOのケニア雇

用ミッションとほぼ同時期に研究を始めながらもそ

の影響を受けることは少なく．また並行して行われ

てきた小企業研究とも•線を画しており．この研究

分野の幅を広げることに大きく貢献している旧2)。

（注 1) Kenneth King, The African Artおan:Edu-

cation and the Informal Sector in Kenya (London. 

Heinemann. 1977), viii+226 p. 

（注 2) ケニアでの研究動向については．拙稿 fヶ

ーアにおけるインフォーマルセクターの研究動向」（池

野旬編『アフリカ諸国におけるインフォーマルセクタ

r その研究動向- .l （所内資料）アジア経済研究

所 1996年） 1~34ペーシ］などを参照されたい3

（大東文化大学国際関係学部講師）
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